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瀧 廉太郎	：	 組歌《四季》より 〈花〉〈納涼〉〈秋の月〉〈雪〉
山田耕筰	 ：	 嘆き
藤井清水	 ：	 うら畠
信時 潔	 ：	 短歌連曲／茉莉花
髙田三郎	 ：	《ひとりの対話》より 〈くちなし〉

中田喜直	 ：	 母私抄
三善 晃	 ：	《抒情小曲集》より 〈少女よ〉〈五月〉
猪本 隆	 ：	《四つの愛の詩》より 〈ここに見つめ合う目と目があり〉〈二月〉
木下牧子	 ：	《抒情小曲集》より 〈夕顔〉
		  《悲しみの枝に咲く夢》より 〈夜の薔薇〉
		  おんがく

Tomoki piano

KITAMURA

Makiko YOSHIME
soprano
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トッパンホールWEBチケット http://www.toppanhall.com/

会員優待割引およびセット券は、｢トッパンホールWEBチケット｣｢トッパンホールチケットセンター｣でお申し込み頂けます。
＊学生券（席の限定有）は、トッパンホールチケットセンターで販売いたします。

　将来性豊かな若手を抜擢し、トッパンホールとアー

ティストが共同で、全3回のコンサートシリーズを展開

する若手育成プロジェクト〈エスポワール シリーズ〉。

主催公演のなかでも最も時間と手間をかけているシリー

ズだ。そんな〈エスポワール〉に、12代目にして初め

て歌手が登場する。ソプラノの嘉目真木子。ここ数年、

台頭目覚ましい歌手だが、オペラでの活躍が中心で、2

時間のコンサートに正面から挑むのはこれからだ。

　嘉目真木子は、見た目の華やかさ、人懐っこさが、ま

ず目を引くが、実はとても冷静で明晰な歌手だ。しっか

りと地に足がつき、ぶれない芯の強さを持ち合わせてい

る。自身の将来の見据え方もなかなかクールでシビア。

その一方で少女のような純真さ、歌心を失うことはな

い。歌手としての年齢、活躍を考えると稀有な存在とい

えよう。そんな嘉目には、本シリーズで、リートや日本

歌曲にチャレンジすることを期待した。結果、シリーズ

第1回に嘉目は、日本歌曲を選んだ。しかも、その内容

たるや彼女が綿密に練り上げ、こだわり抜いた選曲で、

実に奥深さを持つプログラムが誕生した。

　コンサートは、嘉目の故郷・大分県ゆかりの瀧廉太郎

から始まる。幼少期から、とにかく「歌う」ことが大好

きだったという嘉目だが、彼女の「歌」への思いをさら

に強固なものにしたのは、中学・高校の合唱部で出会っ

た木下牧子の合唱曲だった。その原点を大切にしたいと

の思いから、木下の作品がプログラムの最後に置かれ

た。嘉目の心奥深くに共鳴する曲と詩だけを丹念に選び

綴ったプログラムは、詩情と知性に溢れ、歌心に満ちて

いる。一般にはさほど知られていない曲の合間に、〈花〉、

〈くちなし〉といった知名度の高い名作を入れることで、

お客さまと共感しあうことも決して忘れない。

　ピアニスト、北村朋幹との共演は、嘉目に〈エスポ

ワール〉でリートや日本歌曲をやってもらいたいと考え

た時点から浮かんでいたプラン。北村は歌手との共演こ

そまだ経験が浅いものの、詩の分析力と思考力の鋭さ、

深さ、それを音や音楽として形にする力は、ピカイチ。

「音楽と詩」に向き合うパートナーとしては最適だ。昨

年、嘉目は北村と一緒にミヒャエル・ゲースのマスター

クラスを受けたが、その時の共鳴ぶりは印象的で、素晴

らしいコンビが誕生しそうな予感がする。
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